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平成 29年度 第４回幹事会議事録 要約版 

 

開催日時：平成 29年 7 月 22日(土) 15時 15分～17時 27分 

開催場所：梅田サテライトキャンパス 

  成立要件：出席者 21名（委任状 4名）、欠席者 0名（※定足数 14名以上） 

 

１．報告事項 

（１）部会・事務局報告  

（総務部） 

平成 29年度総務部の修正予算についてメール審議をした。 

（運営事業部） 

本日(7/22)14 時から運営部会を開催。運営事業部予算、韓国支部の役員について検

討した。次年度の通常代議員会の開催場所について、運営事業部会としては大学で開

催したいと考えている。 

（広報事業部） 

   本日(7/22)14時から広報事業部会を開催して凡友の最終校正をした。 

（事務局） 

   特になし。 

（２）支部総会 

  ・自動車整備アドバイザーの全国大会に全国から 52チームが参加。富山県代表として

2名が選ばれ、その 2名は大阪産業大学の卒業生であった。 

  ・大学 50周年 DVD について支部の方はその存在を知らないので、各支部で視聴できる

ようにしてほしいとの要望があった。 

   対応として、大学の庶務課から DVD を提供して頂き、支部総会時に貸し出すことに

なった。 

（３）特別委員会進捗状況について 

 前回の幹事会で特別委員会の設置が決まり、第 1回目の特別委員会（委員 5名）が 7

月 9 日（日）13 時より校友会事務室で開催される。開催回数は 5 回程度を予定して

いる。 

 

２．報告事項 

  特になし 

 

３．審議事項 

（１）平成２９年度予算（案）について 

  会計長より平成 29年度予算について次の説明があった。 

・総務部：8,491,000 円の予算で、昨年比で 609,000 円の減額になっている。渉外費のと

ころに慶弔関係が含まれていたのを慶弔費という枠を新たに設けた。 

・運営部：233,600,000 円の予算で、先年度より増えている。その理由は代議員の人数が

増えたことによる旅費（交通費）の増額と支部総会の通信助成（郵便料金）の改定で

ある。 

・広報事業部は、2,640,000 円削減である。理由としては凡友のページ数が 36 ページか

ら 32ページに減っていることが一番の理由である。 
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   審議の結果、予算案は承認された。 

また、5 月の代議員会で予算案の承認が得られていないため、大学が夏休みに入るま

でに代議員に予算案の議案書を郵送して、返信用のはがきで予算案の可否について回

答をいただくことになった。 

（２）校友会費委託徴収契約書について 

   現行の校友会費委託徴収契約書で、1 年生は前期に 1 年分の 7,500 円を徴収して後

期は徴収しないとなっている。次年度からは半期 3,750円の 4年間で 8均等割りにな

っている。これを他の団体（後援会、学生健康保険）を同じく、半期ごとに 3,750円

を徴収するように契約書の内容を変更したいとの提案があった。 

審議の結果、校友会費委託徴収契約書は説明内容の通り、承認された。 

（３）韓国支部役員について 

現在、韓国の支部長候補になっている方は平成 2 年 9 月 24 日に除籍になっていた。

よって、次期の韓国支部支部長なる資格がないことを確認した。 

（４）平成 29年度大学祭開催に関する助成金支出のお願い 

     大学祭の助成金として、大学祭のパンフレット掲載料 32,000 円、協賛の申込料

30,000円を助成したいとの提案があった。 

   審議の結果、校友会としても大学祭を盛り上げたいとの考えもあるので、62,000円

を助成することが承認された。 

（５）九州地区大雨による激甚災害について 

   該当地区に在住する会員の人数情報が報告された。福岡県朝倉市 4名、久留米市 10

名、嘉麻市 1名、筑前市 2名、添田市 1名、大分県日田市 8名、中津市 9 名である。 

校友会としては募金活動を開始する、凡友ならびにホームページで募金ならびにお見

舞金を給付することの周知をする。激甚災害該当地域の会員の安否確認をして、お見

舞い金の申請用紙を送付する、との説明があり承認された。 

 

                                   以上 


